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第１ 趣旨 

本要綱は、食料・農業・農村基本法（平成 11 年法律第 106 号）の目指す効率的かつ

安定的な農業経営が農業生産の相当部分を担う農業構造を確立するため、経営意欲と

能力のある農業の担い手（単なる生産者ではない経営者）が経営改善を図ろうとする

場合に、必要な長期資金が的確に供給されるようにしようとするものである。 

 



第２ 対象資金等 

１ 対象資金及び融資機関 

農業経営改善関係資金とは、経営意欲と能力のある農業の担い手が経営改善を図ろ

うとする場合に利用できる長期資金の総称である。本要綱の対象とする資金（以下「本

要綱対象資金」という。）は次のとおりとする。 

資 金 名 資金の性格 

 １ 農業近代化資金（注１） 

（農業近代化資金融通法（昭和36年法律第202号）

第２条第３項に規定する農業近代化資金であっ

て、群馬県農業近代化資金事務取扱要領第１及び

第２に規定するものをいう。以下同じ。） 

①   地域計画に農業を担う者として記載された 

者向け（注１） 

②   認定農業者向け（注２、３、４） 

③   認定新規就農者向け（注５） 

④    そ の 他 担 い 手 向 け  

農 協 等 の 民 間 金 融 機 関 の貸

付 け の う ち 政 策 的 要 件 に 該

当 す る も の に 利 子 補 給  

 

２ の 資 金 と の 併 せ 貸 し も 可

能  

 ２ 株式会社日本政策金融公庫資金（以下｢公庫資金

｣という。） 

(1)農業経営基盤強化資金(スーパーＬ資金)(注４) 

（農業経営基盤強化資金実施要綱(平成６年６月29 

日付け６農経Ａ第665号農林水産事務次官依命通

知）第３に定める資金をいう。以下同じ。） 

［認定農業者向け］ 

 

(2)経営体育成強化資金（注６） 

（経営体育成強化資金実施要綱（平成13年５月１日 

付け13経営第303号農林水産事務次官依命通知） 

第２に定める資金をいう。以下同じ。） 

①  認 定 新 規 農 業 者 向 け  

②  そ の 他 担 い 手 向 け  

 

 

農 協 等 民 間 金 融 機 関 で 対 応

し 難 い 場 合 等 に 株 式 会 社 日

本 政 策 金 融 公 庫 （ 以 下 「 公

庫 」 と い う 。 ） が 融 資  

 

２ (1)の 資 金 に つ い て は １

又 は ２ (3)の 資 金 と の 、 ２

(2)の 資 金 に つ い て は １ 又

は ２ (3)若 し く は (4)の 資 金

と の 併 せ 貸 し も 可 能 で あ る

が 、 ２ の (1)か ら (4)ま で の

資 金 同 士 の 同 一 の 融 資 対 象

へ の 併 せ 貸 し は 行 わ な い  

 



(3)農業改良資金（注７） 

（農業改良資金制度運用基本要綱（平成 14 年７月

９日付け 14 経営第 1931 号農林水産事務次官依命

通知。以下、「農業改良資金基本要綱」という。）

第３に定める資金をいう。以下同じ。） 

［その他担い手向け］ 

 

 

新 作 物 分 野 ・ 流 通 加 工 分 野

・ 新 技 術 に チ ャ レ ン ジ す る

場 合 に 、 公 庫 が 無 利 子 資 金

を 融 資  

 

１ の 資 金 と の 併 せ 貸 し も 可

能 で あ る 。ま た 、２ (1)、(2)

又 は (4)の 資 金 との併せ貸し

も可能であるが、同一の融資対

象への併せ貸しは行わない 

(4)青年等就農資金(注８) 

（青年等就農資金基本要綱（平成26年４月１日付け

25経営第3702号農林水産事務次官依命通知）第３

に定める資金をいう。以下同じ。） 

青 年 等 就 農 計 画 (注 ８ )の 目

標 達 成 を 図 ろ う と す る 場 合

に 、 公 庫 が 無 利 子 資 金 を 融

資  

 

１ の 資 金 と の 併 せ 貸 し も 可

能 で あ る 。ま た 、２ (2)又 は

(3)の 資 金 と の 併 せ 貸 し も

可 能 で あ る が 、 同 一 の 融 資

対 象 へ の 併 せ 貸 し は 行 わ な

い  

 

（注１）「地域計画に農業を担う者として記載された者」とは、農業経営基盤強化促進

法（昭和 55 年法律第 65 号。以下「基盤強化法」という。）第 19 条第１項に規

定する地域計画に農業を担う者として記載されている者をいう。 

（注２）本要綱において「認定農業者」とは、基盤強化法第 12 条第１項に規定する農業

経営改善計画（酪農及び肉用牛生産の振興に関する法律（昭和 29 年法律第 182

号）第２条の５に規定する経営改善計画又は果樹農業振興特別措置法（昭和 36

年法律第 15 号）第３条第１項に規定する果樹園経営計画を含む。以下同じ。）

の認定を受けた農業者をいう。 

（注３）認定農業者である法人の構成員又はその構成員になろうとする者を含む。２の

公庫資金において同じ。 

（注４）クイック融資による農業近代化資金及び農業経営基盤強化資金の融資審査の手

続等については、「クイック融資による農業経営基盤強化資金及び農業近代化資

金の融資手続等について」（平成 19 年３月 30 日付け 18 経営第 7836 号農林水産

省経営局長通知）に定めるところにより対応するものとする。（ただし、本通知

第４の２の(2)の規定は除く。） 

 （注５）本要綱において「認定新規就農者」とは、基盤強化法第 14 条の５第１項に規定 

する認定就農者をいう。 

（注６）経営体育成強化資金を借り入れる場合であって、負債の償還負担を軽減しよう



とする計画内容を含む場合は、農業負債整理関係資金基本要綱（平成 13 年５月

１日付け 13 経営第 356 号農林水産事務次官依命通知）により対応するものとす

る。 

（注７）農業改良資金のうち、農業改良資金基本要綱第４の１に定める者が同資金を借

り入れる場合の手続については、同要綱に定めるところによるものとする。 

 (注８)  本要綱において「青年等就農計画」とは、基盤強化法第 14 条の５第２項に規

定する認定就農計画のことをいう。 

 

第３ 借入希望者、融資機関、保証機関等の手続 

本要綱対象資金の融通については、それぞれの資金の条例、規則、要綱又は要領に

おいて定めるもののほか、各資金共通の借入希望者（融資を受けようとする者をいう。

以下同じ。）、融資機関、保証機関等の手続等は次に定めるところによるものとする。 

１ 相談対応 

(1)知事は、管内において本要綱対象資金を適切に取り扱うことが想定される次に掲げ

る融資機関のリストを作成し、その周知徹底に努めるものとする。ただし、知事は、

本要綱対象資金について適切な対応ができないと認める融資機関を当該リストに掲載

せず、又は掲載後に当該リストから除外するものとする。 

  ア 本要綱対象資金について十分な知識を有し、その適切な対応を行える民間金融 

機関（農業協同組合、農林中央金庫、銀行、信用金庫及び信用協同組合） 

  イ 公庫及び公庫の受託金融機関（公庫から業務の委託を受けた民間金融機関をい 

  う。以下同じ。） 

(2)融資機関は、借入希望者から本要綱対象資金に係る融資相談があった場合には、経

営改善資金計画書等（経営改善資金計画書(別紙１の(1)又は(2)の借入申込希望書兼経

営改善資金計画書をいう。以下同じ。）、２の(5)及び(6)の規定に基づき借入希望者

が融資機関に提出する書類並びに３の(7)の規定に基づき県が融資機関に提出する書

類をいう。以下同じ。）の受理（提出された書類について、必要事項の記載及び必要

書類の添付に不備がないことを確認した上で、正式に受け付けることをいう。以下同

じ。）の有無にかかわらず、その内容、処理状況等を整理しておくものとする。 

 

 ２  借 入 希 望 者 に よ る 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 作 成 ・ 提 出 等  

  (1)借 入 希 望 者 は 、  

ア   こ れ ま で の 経 営 状 況  

イ  経 営 改 善 （ 農 業 経 営 改 善 計 画 又 は 青 年 等 就 農 計 画 の 目 標 を 達 成 す る た  

め の 取 組 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） の た め の 計 画 の 妥 当 性 及 び 実 行 可 能 性  

ウ  経 営 改 善 の た め の 計 画 が 実 行 さ れ た 場 合 の 収 支 の 見 込 み 及 び 借 入 金 の  

返 済 確 実 性  

等 に つ い て 、自 ら 真 剣に 検 討 の 上 、お お む ね ５ 年 間 の 経 営 改 善 資 金 計 画 書 を 作

成 し 、次 に 掲 げ る 融 資 機 関 に 提 出（ 次 の (ｱ)又 は (ｳ)の 場 合 で あ っ て 、農 業 信 用

基 金 協 会 に よ る 保 証 を 希 望 す る 場 合 に は 、 借 入 申 込 書 兼 債 務 保 証 委 託 申 込 書

(別 紙 ５ )を 併 せ て 提 出 ） す る も の と す る 。  

(ｱ)農 業 近 代 化 資 金 の 借 入 れ を 希 望 す る 場 合 は 、 取 引 を 希 望 す る 民 間 金 融  

機 関  



(ｲ) 公 庫 資 金 の 借 入 れ を 希 望 す る 場 合 は 、 公 庫 又 は 公 庫 の 受 託 金 融 機 関  

(ｳ) 農 業 近 代 化 資 金 及 び 公 庫 資 金 の 双 方 の 借 入 れ を 希 望 す る 場 合 又 は 借 入  

れ を 希 望 す る 資 金 が 決 定 し て い な い 場 合 は 、 民 間 金 融 機 関 、 公 庫 又 は 公  

庫 の 受 託 金 融 機 関  

な お 、 借 入 希 望 者 は 、 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ の 他 人 の  

知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ る 記 録 で あ っ て 、電 子

計 算 機 に よ る 情 報 処 理 の 用 に 供 さ れ る も の を い う 。以 下 同 じ 。）に よ り 手 続

を 行 う こ と が で き る も の と す る 。  

(2)次 の い ず れ に も 該 当 す る 借 入 希 望 者 又 は 東 日 本 大 震 災 に よ り 著 し い 被 害 を

受 け た 借 入 希 望 者（ 以 下「 被 災 借 入 希 望 者 」と い う 。）は 、経 営 改 善 資 金 計

画 書 の う ち 収 支 計 画 例 又 は 融 資 機 関 の 所 定 様 式 を 用 い て 作 成 し た 収 支 計 画

（ 以 下 「 収 支 計 画 」 と い う 。 ） の 作 成 を 省 略 す る こと が で き る も の と す る 。 

ア  借 入 希 望 額 が 、 個 人 に あ っ て は 700 万 円 以 下 （ 青 色 申 告 を 実 施 し て い  

る も の は 1,000 万 円 以 下 ） 、 法 人 に あ っ て は 3,000 万 円 以 下 で あ る こ と  

イ  前 期 末 の 総 借 入 残 高 （ 農 業 負 債 及 び 農 外 負 債 の 合 計 額 ） が 、 前 期 （ 特  

別 の 事 情 が あ る 場 合 は 前 々 期 ） の 農 業 粗 収 入 及 び 農 外 収 入 の 金 額 の 合 計  

額 （ 借 入 希 望 者 が 法 人 で あ る 場 合 は 総 売 上 高 ） 以 下 で あ る こ と  

(3)(2)の 規 定 に か か わ ら ず 、 次 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 は 、 収 支 計 画 の 作  

成 を 省 略 す る こ と が で き な い も の と す る （ た だ し 、 被 災 借 入 希 望 者 を 除  

く 。 ） 。  

ア  今 後 ５ 年 の 間 に 本 要 綱 対 象 資 金 の 借 入 れ を 予 定 し て い る 場 合  

イ  負 債 の 整 理 に 必 要 な 長 期 資 金 の 借 入 れ を 含 む 場 合  

ウ  借 入 希 望 者 が 認 定 新 規 就 農 者 で あ る 場 合  

  (4) 借入希望者は、経営改善資金計画書の作成に当たり、助言・指導を必要とする場

合（経営改善資金計画書の記載の不備を理由に、融資機関に経営改善資金計画書の

受理を拒否された場合を含む。）は、融資機関及び関係機関（農業事務所、市町村､

農業委員会等）に相談することができるものとする。 

(5)借 入 希 望 者 が 認 定 農 業 者 で あ る 場 合 （ 農 業 近 代 化 資 金 の う ち 農 業 経 営 高  

度 化 資 金 （ 農 業 近 代 化 資 金 融 通 措 置 要 綱 第 ２ の Ⅰに 定 め る 資 金 及 び 農 林 水 産  

省 経 営 局 長 が 別 に 定 め る も の を い う 。 以 下 同 じ 。 ） を 借 り 入 れ よ う と す る  

場 合 を 除 く 。 ） は 経 営 改 善 資 金 計 画 書 と 併 せ 農 業 経 営 改 善 計 画 書 及 び 農 業  

   経 営 改 善 計 画 の 認 定 書 の 写 し を 、 借 入 希 望 者 が 認 定 新 規 就 農 者 で あ る 場 合  

   （ 農 業 近 代 化 資 金 の う ち 農 業 経 営 高 度 化 資 金 を 借 り 入 れ よ う と す る 場 合 を  

   除 く 。 ） は 経 営 改 善 資 金 計 画 書 と 併 せ 青 年 等 就 農 計 画 書 及 び 青 年 等 就 農 計  

   画 の 認 定 書 の 写 し を 、 融 資 機 関 に 提 出 す る も の と す る 。  

な お 、指 導 農 業 士 等（ 指 導 農 業 士 及 び こ れ に 類 す る も の を い う 。以 下 同じ 。） 

か ら 農 業 経 営 の 指 導 等 を 受 け て い る 認 定 新 規 就 農 者 が 、 当 該 指 導 農 業 士 等  

か ら 、 別 紙 ２ の (1)の 認 定 新 規 就 農 者 の 貸 付 け に 関 す る 意 見 書 （ 以 下 「 意 見

書 」と い う 。）の 交 付 を 受 け て い る 場 合 は 、こ の 意 見 書 を 経 営 改 善 資 金 計 画

書 に 併 せ て 提 出 す る も の と す る 。  

(6)借 入 希 望 者 が 、 飼 養 衛 生 管 理 基 準 （ 家 畜 伝 染 病 予 防 法 （ 昭 和 26 年 法 律 第

166 号 ） 第 12 条 の ３ に 規 定 す る 飼 養 衛 生 管 理 基 準 を い う 。 以 下 同 じ 。 ） に



定 め ら れ た 家 畜 の う ち 豚 、い の し し 、鶏 、あ ひ る 、う ず ら 、き じ 、エ ミ ュ ー 、

だ ち ょ う 、ほ ろ ほ ろ 鳥又 は 七 面 鳥 を 飼 養 す る 事 業 を 営 む 者 で あ る 場 合 は 、都

道 府 県 か ら 飼 養 衛 生 管 理 基 準 の 遵 守 状 況 の 確 認 書 類 の 交 付 を 受 け 、こ の 確 認

書 類 を 経 営 改 善 資 金 計 画 書 に 併 せ て 提 出 す る も の と す る 。  

(7)借 入 希 望 者 は 、融 資 機 関に よ る 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 の 受 理 か ら 融 資 の 可  

   否 に つ い て の 回 答 を 受 け る ま で に 15 営業日（借入希望者が認定新規就農者の場 

   合は 30 営業日）程 度 か か る こ と を 考 慮 の 上 、 実 際 に 資 金 が 必 要 な 日 よ り 極  

   力 早 い 時 期 に 融 資 機 関 に 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 を 提 出 す る よ う 努 め る も の  

   と す る 。  

 

３  融 資 機 関 に よ る 関 係 機 関 へ の 通 知 等  

  融 資 機 関 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 を 受 理 し た 場 合 、 次 の ル ー ル に 従 い 、  

他 の 融 資 機 関 及 び 関 係 機 関 に 関 係 書 類 の 写 し を 原 則 と し て 電 磁 的 記 録 に よ り  

送 付 す る も の と す る 。 （ た だ し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て は 第 ４ の ４ 及 び  

５ に 留 意 す る こ と と す る 。 ）  

な お 、 融 資 機 関 が 関 係 書 類 の 写 し を 推 進 会 議 （ 特 別 融 資 制 度 推 進 会 議 設 置  

要 綱（ 平 成 13 年 ９ 月 12 日 付 け 13 経 営 第 2931 号 農 林 水 産 事 務 次 官 依 命 通 知 ） 

第 １ に 基 づ き 市 町 村 段 階 に 設 置 さ れ て い る 特 別 融 資 制 度 推 進 会 議 を い う 。 以  

下 同 じ 。 ） の 事 務 局 に 送 付 す れ ば 、 推 進 会議 が (1)か ら (5)ま で の 各 手 続 を 融  

資 機 関 に 代 わ っ て 行 え る こ と と す る 等 、融 資 機 関 及 び 関 係 機 関 の 協 議 に 基 づ く

ル ー ル が あ る 場 合 に は 、 こ れ に 従 っ て 差 し 支 え な い 。  

(1)融 資 機 関 は 、 借 入 希 望 者 が 他 の 融 資 機 関 か ら の 借 入 れ を 希 望 す る 場 合 に  

は 、当 該 他 の 融 資 機 関 に 対 し 、直 ち に 関 係 書 類 の 写 し を 送 付 す る も の と す る 。 

た だ し 、 ４ の 役 割 分 担 の 考 え 方 に 照 ら し て 当 該 融 資 機 関 が 単 独 で 対 応 す る

場 合 に は 、 関 係 書 類 の 写 し の 送 付 を 省 略 す る こ と が で き る も の と す る 。  

(2)融 資 機 関 は 、 直 ち に 農 業 事 務 所 に 関 係 書 類 の 写 し を 原 則 と し て 電 磁 的 記 録

に よ り 送 付 す る こ と と す る 。ま た 、市 町 村 の 利 子 補 給 又 は 利 子 助 成 を 受 け る

場 合 に は 、市 町 村 へ も 関 係 書 類 の 写 し を 原 則 と し て 電 磁 的 記 録 に よ り 送 付 す

る こ と と す る 。  

(3)４ の 役 割 分 担 の 考 え 方 に 照 ら し て 民 間 金 融 機 関 が 対 応 す る こ と （ 民 間 金 融

機 関 が 公 庫 資 金 を 転 貸 し て 対 応 す る こ と を 含 む 。 ） が 適 当 で あ る 場 合 に は 、

融 資 機 関 は 、借 入 希 望 者 が 農 業 信 用 基 金 協 会 に よ る 保 証 を 希 望 し な い 場 合 を

除 い て 、 直 ち に 当 該 協 会 に 関 係 書 類 の 写 し を 送 付 す る こ と と す る 。  

(4)融 資 機 関 は 、 借 入 希 望 者 が 農 業 近 代 化 資 金 の う ち 一 般 資 金 （ 農 業 近 代 化 資

金 融 通 措 置 要 綱 第 ２ の Ⅱ に 定 め る 資 金 及 び 農 林 水 産 省 経 営 局 長 が 別 に 定 め

る も の を い い 、 農 業 経 営 改 善 計 画 又 は 青 年 等 就 農 計 画 に 基 づ く 場 合 に 限

る 。）、農 業 経 営 基 盤 強 化 資 金 、経 営 体 育 成 強 化 資 金（ 青 年 等 就 農 計 画 に 基

づ く 場 合 に 限 る 。）又 は 青 年 等 就 農 資 金 の 借 入 れ を 希 望 す る 場 合 に は 、借 入

希 望 者 か ら 提 出 さ れ た 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 内 容 に つ い て 、  

ア  農 業 経 営 改 善 計 画 又 は 青 年 等 就 農 計 画 と の 整 合 性  

イ  農 業 経 営 改 善 計 画 又 は 青 年 等 就 農 計 画 の 達 成 確 実 性  

ウ  借 入 金 の 償 還 の 確 実 性  



等 に 係 る 推 進 会 議 の 認 定 を 求 め る こ と と す る 。  

な お 、 こ の 場 合 に お け る 推 進 会 議 に 係 る 手 続 に つ い て は 、 各 推 進 会 議 が 定

め る 特 別 融 資 制 度 推 進 会 議 設 置 要 領 に 基 づ き 行 う も の と す る 。  

(5)融 資 機 関 は 、 借 入 希 望 者 が 次 の ア か ら エ の い ず れ か に 該 当 す る 者 で あ る 場

合（ 農 業 近 代 化 資 金 の う ち 農 業 経 営 高 度 化 資 金 を 借 り 入 れ よ う と す る 場 合 を

除 く 。）に は 、借 入 希 望 者 か ら 提 出 さ れ た 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 内 容 に つ い

て 、そ の 達 成 確 実 性 、借 入 金 の 償 還 の 確 実 性 等 に 係 る 推 進 会 議 の 認 定 を 求 め

る こ と と す る 。  

ア  認 定 農 業 者 で あ る 法 人 の 構 成 員 又 は そ の 構 成 員 に な ろ う と す る 者 (た

だ し 、農 業 近 代 化 資 金 の 場 合 、近 代 化 要 領 第 2 の 5 の (4)に 規 定 す る 融 資

率 の 特 例 又 は 第 2 の ７ の (5)に 規 定 す る 貸 付 利 率 の 特 例 を 受 け る 場 合 に

限 る 。 ) 

イ  集 落 営 農 組 織 が 法 人 化 す る と き に そ の 構 成 員 に な ろ う と す る 者 で あ っ

て 、 農 業 近 代 化 資 金 又 は 経 営 体 育 成 強 化 資 金 の 貸 付 対 象 者 の 要 件 を 満

た す 者 (た だ し 、 農 業 近 代 化 資 金 の 場 合 、 近 代 化 要 領 第 2 の 5 の (5)に

規 定 す る 融 資 率 の 特 例 を 受 け る 場 合 に 限 る 。 ) 

ウ  農 業 参 入 法 人 で あ っ て 、 農 業 近 代 化 資 金 又 は 経 営 体 育 成 強 化 資 金 の 貸

付 対 象 者 の 要 件 を 満 た す 者  

エ  農 業 近 代 化 資 金 又 は 経 営 体 育 成 強 化 資 金 の 貸 付 対 象 者 の 要 件 を 満 た す

集 落 営 農 組 織 (た だ し 、農 業 近 代 化 資 金 の 場 合 、近 代 化 資 金 要 領 第 2 の

5 の (5)に 規 定 す る 融 資 率 の 特 例 を 受 け る 場 合 に 限 る 。 ) 

な お 、こ の 場 合 に お け る 推 進 会 議 に 係 る 手 続 に つ い て は 、各 推 進 会 議 が定

め る 特 別 融 資 制 度 推 進 会 議 設 置 要 領 に 基 づ き 行 う も の と す る 。  

(6)農 業 改 良 資 金 又 は 青 年 等 就 農 資 金 の 活 用 が 考 え ら れ る 場 合 に は 、 公 庫 又 は

公 庫 の 受 託 金 融 機 関 は 、農 業 事 務 所 と 連 携 を 密 に し 、融 資 審 査 が 円 滑 か つ 的

確 に 進 む よ う 、 必 要 な 手 続 を 進 め る も の と す る 。  

(7)融 資 機 関 は 、 融 資 審 査 に 当 た り 、 借 入 希 望 者 が 認 定 新 規 就 農 者 で あ る 場 合

（ 農 業 近 代 化 資 金 の う ち 農 業 経 営 高 度 化 資 金 を 借 り 入 れ よ う と す る 場 合 を

除 く 。）に は 、農 業 事 務 所 に 当 該 認 定 新 規 就 農 者 に 係 る 意 見 書 の 作 成 を 依 頼

す る も の と す る 。こ れ を 受 け て 、農 業 事 務 所 は 、必 要 に 応 じ 関 係 機 関 の 意 見

を 踏 ま え 、当 該 認 定 新 規 就 農 者 に 係 る 意 見 書 を 作 成 し 、融 資 機 関 に 原 則 と し

て 電 磁 的 記 録 に よ り 送 付 す る も の と す る 。  

こ の 場 合 に お い て 、 当 該 認 定 新 規 就 農 者 が ２ の (5)の 規 定 に よ り 、 指 導 農

業 士 等 の 意 見 書 を 提 出 し て い る 場 合 に は 、農 業 事 務 所 は 、自 ら の 意 見 書 に 代

え て 当 該 指 導 農 業 士 等 の 意 見 書 の 内 容 が 当 該 指 導 農 業 士 等 の 人 格・能 力 等 か

ら み て 適 切 で あ る 旨 の 別 紙 ２ の (2)の 確 認 書 を 提 出 す る こ と が で き る も の と

す る 。  

(8)融 資 機 関 は 、 法 人 化 の 意 向 が あ る 借 入 希 望 者 か ら 法 人 化 に 向 け た 助 言 等 を

求 め ら れ た 場 合 に は 、当 該 借 入 希 望 者が 居 住 す る 都 道 府 県 の 農 業 経 営・就 農

支 援 セ ン タ ー (基 盤 強 化 法 第 11 条 の 11)に 当 該 借 入 希 望 者 の 情 報 (氏 名 、 住

所 及 び 電 話 番 号 等 )を 、 参 考 様 式 ３ を 参 考 に適 時 提 供 す る こ と と す る 。  

(9)融 資 機 関 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 を 記 載 内 容 の 不 備 等 に よ り 受 理 で き な



い 場 合 で あ っ て も 、 (1)、 (3)及 び (6)の ル ー ル に 準 じ て 他 の 融 資 機 関 及 び 関

係 機 関 に 融 資 に 係 る 情 報 を 事 前に 提 供 で き る も の と し 、こ れ に よ り 、関 係 機

関 に 協 力 を 要 請 す る も の と す る 。（ た だ し 、個 人 情 報 の 取 扱 い に つ い て は 第

４ の ４ 及 び ５ に 留 意 す る こ と と す る 。 ）  

 

 ４  農 業 近 代 化 資 金 及 び 公 庫 資 金 の 役 割 分 担 の 考 え 方  

   本 要 綱 対 象 資 金 に 係 る 融 資 に あ っ て は 、 農 業 近 代 化 資 金 で 対 応 す る こ と を  

基 本 と し 、 借 入 希 望 者 が 特 定 の 資 金 を 特 定 の 融 資 機 関 か ら 借 り 入 れ る こ と を  

希 望 す る 場 合 又 は 民 間 金 融 機 関 と 公 庫 の 協 議 に よ り 合 意 さ れ た 場 合 に は 、 借  

  入 希 望 者 の 希 望 を 踏 ま え て 柔 軟 に 対 応 す る も の と す る 。  

 

 ５  融 資 審 査 等  

(1)２ の (1)に よ り 借 入 希 望 者 か ら 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 の 提 出 を 受 け、又 は ３

の (1)に よ り 他 の 融 資 機 関 か ら そ の 写 し の 送 付 を 受 け た 融 資 機 関 は 、 経 営 改

善 資 金 計 画 書 に つ い て 、借 入 希 望 者 の 経 営 能 力 及 び そ れ を 反 映 す る 経 営 状 況

を 基 に 、 別 紙 ３ の 融 資 審 査 の 考 え 方 を 参 考 と し て 、  

    ア  借 入 希 望 者 の 経 営 能 力 及 び 研 修 実 績 等 か ら み た 経 営 改 善 の た め の 計

画 の 妥 当 性 及 び 実 行 可 能 性  

イ  経 営 改 善 の た め の 計 画 が 実 行 さ れ た 場 合 の 収 支 の 見 込 み 及 び 借 入 金

の 返 済 確 実 性  

ウ  農 業 保 険 法（ 昭 和 22 年 法 律 第 185 号 ）に 基 づ く 農 業 保 険及 び 労 働 者  

     災 害 補 償 保 険 法 （昭 和 22 年 法 律 第 50 号 ） に 基 づ く 労 働 者 災 害 補 償 保  

     険 へ の 加 入 そ の 他 の リ ス ク 対 応 策 の 妥 当 性  

   に つ い て 責 任 を も っ て 判 断 す る も の と す る 。  

(2)融 資 機 関 は 、(1)の 判 断 に 際 し て 、借 入 希 望 資 金 が 農 業 近 代 化 資 金 の と き は 、

次 の ル ー ル に 従 い 、 関 係 機 関 の 意 見 を 聴 く も の と す る 。  

  な お 、 借 入 希 望 資 金 が 農 業 近 代 化 資 金 以 外 の と き は 、 必 要 に 応 じ て 関 係 機

関 の 意 見 を 聴 く も の と す る 。  

ア  融 資 機 関 は 、農 業 事 務 所 に 対 し て 、提 出 さ れ た 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等

に つ い て 意 見 聴 取 を 行 う も の と す る 。 農 業 事 務 所 は 、 参 考 様 式 ２ を 参

考 に し て 融 資 機 関 に 意 見 書 を 原 則 と し て 電 磁 的 記 録 に よ り 送 付 す る も

の と す る 。  

イ  融 資 機 関 は 、市 町 村 の 利 子 補 給 を 受 け る 場 合 に は 、該 当 市 町 村 に 対 し

て 、 提 出 さ れ た 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 に つ い て 意 見 聴 取 を 行 う も の と

す る 。  

ウ  借 入 希 望 者 が 機 関 保 証 を 希 望 し て お り 、融 資 機 関 と し て も 機 関 保 証 が

必 要 で あ る と 判 断 す る 場 合 は 、 当 該 融 資 機 関 は 、 直 ち に 農 業 信 用 基 金

協 会 と 連 携 を と っ て 並 行 し て 融 資 審 査 を 進 め る も のと し 、７ の (2)の 期

間 内 に 融 資 の 可 否 を 通 知 す る こ と が で き る よ う に 努 め る も の と す る 。  

(3)融 資 機 関 は 、 借 入 希 望 者 の 経 営 能 力 等 か ら み て 、 経 営 改 善 資 金 計 画 の 達 成

可 能 性 及 び 融 資 返 済 の 可 能 性 に 疑 問 が あ る 場 合 に は 、借 入 希 望 者 に 対 し 、１

年 間 農 業 事 務 所 等 の 指 導 を 受 け て 経 営 能 力 の 向 上 に 努 め る よ う 求 め る こ と



が で き る も の と す る 。ま た 、こ の よ う な 場 合 に お い て 、借 入 希 望 者 が 認 定 新

規 就 農 者 で あ る 場 合 は 、融 資 機 関 は 、当 該 認 定 新 規 就 農 者 に 対 し 、農 業 事 務

所 等 の 指 導 を 受 け て 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 見 直 し を 行 う こ と を 求 め る こ と

が で き る も の と す る 。  

(4)融 資 機 関 は 、 ６ の 債 権 保 全 措 置 に よ り 融 資 額 全 額 が カ バ ー さ れ な い 場 合 又

は 債 権 保 全 措 置 を 行 わ な い 場 合 で あ っ て も 、借 入 希 望 者 の 経 営 能 力 等 か ら み

て 経 営 改 善 資 金 計 画 の 達 成 及 び融 資 の 返 済 が 確 実 と 認 め ら れ る 場 合 に は 、融

資 を 行 う（ 必 要 に 応 じ て 融 資 額 を 調 整 す る こ と が あ り 得 る 。）こ と を 基 本 と

す る 。  

(5)融 資 機 関 は 、 融 資 審 査 を 進 め る に 当 たり 、 農 業 近 代 化 資 金 に つ い て は 県 と

連 携 し 、 県 の 利 子 補 給 承 認 手 続 の 準 備 を 並 行 し て 進 め る も の とす る 。 ま た 、

農 業 改 良 資 金 に つ い て は 県 と 連 携 し 、 農 業 改 良 資 金 融 通 法 （ 昭 和 31 年 法 律

第 102 号 ）第 ６ 条 に 規 定 す る 県 に よ る 貸 付 資 格 の 認 定 手 続 の 準 備 を 並 行 し て

進 め る も の と す る 。  

こ れ に よ り 、７ の (2)の 期 間 内 に 融 資 の 可 否 を 通 知 す る こ と が で き る よ う に

努 め る も の と す る 。  

 

６ 債権保全措置 

(1)融資機関が債権保全措置を行う場合には、融資機関（必要に応じて融資機関及び農

業信用基金協会）と借入希望者の協議により、物的担保又は農業信用基金協会によ

る保証のいずれかとすることを基本とし、経営者以外の第三者の個人連帯保証につ

いては、徴求しないことを原則とする。 

なお、経営者保証については、「経営者保証に関するガイドライン」（平成 25

年 12 月５日「経営者保証に関するガイドライン研究会」から公表）を踏まえ、適

切に行われるよう留意するものとする。 

（注）農業信用基金協会による保証は、公庫資金については、転貸方式で融資する

場合を除き、付することができない。 

(2)担保物件の評価に当たっては、画一的な評価を行わず、近隣の類似物件の売買価 

格等を勘案して、適切に行うものとする。 

(3)本要綱対象資金に係る農業信用基金協会の保証については、５の融資審査をクリア

することを前提として、農業信用基金協会が本要綱対象資金の貸付対象者及び貸付

限度額等を踏まえて定める無担保無保証人限度額（農業信用基金協会が、原則とし

て、融資対象物件以外の担保及び経営者以外の第三者の個人連帯保証なしで保証を

行うこととする額をいう。）に達するまでは、原則として、融資対象物件以外の担

保及び経営者以外の第三者の個人連帯保証なしで農業信用基金協会による保証を

行うものとする。 

 

７  借 入 希 望 者 へ の 通 知  

(1)融 資 機 関 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 の 記 載 内 容 の 不 備 等 に よ り 受 理 を 拒  

否 す る 場 合 に は 、 借 入 希 望 者 に そ の 理 由 を 通 知 す る も の と す る 。  

(2)融 資 機 関 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 の 受 理 か ら 原 則 と し て 、 15 営業日（借

入希望者が認定新規就農者の場合には 30 営業日）以 内 に 借 入 希 望 者 に 融 資 の 可



否 を 通 知 す る よ う 努 め る も の と す る 。た だ し 、次 に 掲 げ る 場 合 そ の 他 審 査 等

に 時 間 を 要 す る た め 、当 該 期 間 ま で に 手 続 が 終 了 し な い 場 合 に は 、当 該 期 間

ま で に 借 入 希 望 者 に そ の 旨 を 通 知 す る こ と に 代 え る も の と す る 。  

ア  融 資 機 関 が 当 該 借 入 希 望 者 か ら 過 去 に 借 入 相 談 を 受 け た こ と が な い

場 合 又 は 当 該 借 入 希 望 者 に 対 し て 融 資 を 行 っ た こ と が な い 場 合  

イ  借 入 れ を 希 望 す る 額 を 踏 ま え た 返 済 負 担 が 借 入 希 望 者 の 経 営 規 模 又

は 経 営 状 況 に 対 し て 大 き い と 考 え ら れ る 場 合  

ウ  借 入 希 望 者 が 新 作 物 分 野・流 通 加 工 分 野・新 技 術 に チ ャ レ ン ジ す る 場  

合  

(3)融 資 機 関 は 、 融 資 を 行 う 場 合 は 、 借 入 希 望 者 に 融 資 審 査 結 果 を 通 知 す る と

と も に 、 正 式 な 借 入 申 込 書 （ 別 紙 ４ ） 等 の 提 出 を 求 め 、 (2)の 融 資 の 可 否 通

知 か ら 最短で２週間以内に貸付実行できるよう努めるものとする。 

な お 、 借 入 希 望 者 が 特 定 の 資 金 を 特 定 の 融 資 機 関 か ら 借 り 入 れ る こ と を  

希 望 す る 場 合 に は 、 第 ３ の ２ の (1)の 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 提 出 時 に 、 借 入

申 込 書 等 の 提 出 を 求 め て も 差 し 支 え な い も の と す る 。  

た だ し 、 借 入 希 望 者 が 農 業 信 用 基 金 協 会 に よ る 保 証 を 希 望 す る 場 合 に は 、

第 ３ の ２ の (1)の 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 提 出 時 に 、 正 式 な 借 入 申 込 書 兼 債 務

保 証 委 託 申 込 書 （ 別 紙 ５ ） の 提 出 を 求 め る も の と す る 。  

  

 ８  融 資 実 行 後 の 措 置  

(1)借 入 者 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 期 間 中 に 融 資 機 関 か ら 経 営 状 況 の 報 告 を 求 め

ら れ た 場 合 、 経 営 状 況 報 告 書 (別 紙 ６ 又 は 別 紙 ６ を 参 考 と し て 当 該 融 資 機 関

が 定 め る 様 式 )に よ り 、 経 営 状 況 を 融 資 機 関 に 報 告 す る も の と す る 。  

(2)融 資 機 関 は 、 融 資 実 行 後 も 借 入 者 の 事 業 や 経 営 の 状 況 を 把 握 す る た め に  

(1)に よ る 借 入 者 か ら 経 営 状 況 の 報 告 を 積 極 的 に 求 め 、 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 、関 係 機 関 と 連 携 を と っ て 適 切 な 経 営 改 善 指 導 を 行 う も の と す る 。ま

た 、融 資 機 関 は 、担 い 手 の 経 営 の ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 支 援 の 強 化 の 観 点

か ら 、様 々 な 事 情 に よ り 融 資 の 返 済 が 困 難 と な っ た 場 合 に は 、関 係 機 関 と 連

携 を と っ て 再 生 可 能 性 が 認 め ら れ る 段 階 で の 早 期 再 生 及 び 再 生 後 の 持 続 可

能 な 経 営 再 建 に 向 け た 支 援 を 行 う も の と す る 。  

(3)融 資 機 関 は 、 第 ４ の ２に 定 め る 農 業 事 務 所 に よ る 指 導 が 円 滑 に 行 わ れ る よ

う 、 農 業 事 務 所 か ら 求 め ら れ た 場 合 に は 、 遅 滞 な く 、 (1)に 基 づ き 借 入 者 か

ら 提 出 の あ っ た 経 営 状 況 報 告 書 の 写 し を 農 業 事 務 所 に 原 則 と し て 電 磁 的 記

録 に よ り 送 付 す る も の と す る 。  

 

第 ４  そ の 他  

 １  県 及 び 関 係 機 関 は 、 農 業 の 担 い 手 に 対 し て 本 制 度 の 周 知 徹 底 に 努 め る と と

も に 、 本 制 度 を 適 切 に 活 用 し て 効 率 的 か つ 安 定 的 な 農 業 経 営 の 育 成 が 図 ら れ

る よ う 、 手 続 に 必 要 と な る 書 類 の 削 減 及 び 簡 素 化 並 び に 審 査 の 迅 速 化 に 努 め

る こ と に よ り 、 融 資 の 円 滑 化 に 十 分 配 慮 す る こ と と す る 。  

 

 ２   農 業 事 務 所 は 、 本 要 綱 に 基 づ く 融 資 に 関 し 、 借 入 希 望 者 の 借 入 申 込 等 が 円



滑 に 行 わ れ 、 ま た 、 融 資 後 、 経 営 改 善 が 確 実 に 達 成 さ れ る よ う 、 適 切 な 指 導

を 行 う こ と と す る 。 特 に 、 認 定 新 規 就 農 者 の 場 合 に あ っ て は 、 経 営 基 盤 が 脆

弱 で あ る こ と に 鑑 み 、 経 営 状 況 に 応 じ た き め 細 や か な 指 導 を 行 う よ う 努 め る

こ と と す る 。  

 

 ３  融 資 機 関 は 、 法 人 化 の 意 向 が あ る 借 入 希 望 者 に 対 し て 、 個 々 の 経 営 実 態 に

応 じ て 、 法 人 化 に 向 け た 適 切 な 助 言 等 に 努 め る こ と と す る 。  

 

 ４  融 資 機 関 、 農 業 構 造 政 策 課 、 農 業 事 務 所 そ の 他 の 関 係 す る 機 関 （ 機 関 の 役

職 員 を 含 む 。）は 、個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律（ 平 成 15 年 法 律 第 57 号 )そ

の 他 の 法 令 の 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 規 定 を 遵 守 す る と と も に 、 本 要 綱 対 象

資 金 に 係 る 経 営 改 善 資 金 計 画 書 等 （ 意 見 書 及 び 確 認 書 を 含 む 。 ） の 個 人 情 報

に つ い て 、 厳 正 に 取 り 扱 う も の と す る 。 特 に 、 こ の 要 綱 に お い て 借 入 希 望 者

の 個 人 情 報 を 含 む 情 報 を 他 に 提 供 す る も の と さ れ た 手 続 に つ い て は 、 借 入 希

望 者 の 同 意 を 得 た 範 囲 内 に お い て 行 う も の と す る 。  

 

 ５  融 資 機 関 は 、 経 営 改 善 資 金 計 画 書 の 受 理 に 当 た り 、 借 入 希 望 者 に 対 し 、 第

３ の ３ の 規 定 に よ り 、 関 係 機 関 へ 送 付 す る こ と が あ る 旨 に つ い て の 同 意 を 求

め る も の と し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 同 意 書 （ 別 紙 １ の (1)又 は (2)） に

よ り 同 意 を 求 め る こ と と す る 。  

 

 

附 則 

この要綱の一部改正は、令和５年５月３１日から施行する。 

この要綱による改正前の様式については、当分の間、これを使用することができる。 

 

  附 則 

この要綱の一部改正は、令和６年４月１日から施行する。 

 

  附 則 

この要綱の一部改正は、令和７年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この要綱の一部改正は、令和８年１１月１日から施行する。 

この要綱による改正前の様式については、当分の間、これを使用することができる。 


